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よしのっ子地域塾（平成24年は垂水市猿ヶ城渓谷で川遊び。〔例年は，三島村硫黄島でキャンプを行います。〕）

地域興し新作狂言「吉野兵六どん」。子どもたちも狐役で
出演。

主な活動内容

1

未就園児を持つお母さんたちの
仲間作りの集いの場です。月曜
がフリー参加，火曜・木曜が学び
合いに活用できる日です。お母さ
んたちの用事やリフレッシュに，
預け合いも昨年から始めました。
お母さんや子どもたちの成長の
場になっています。

青少年の異年齢生活形成体験の
場として，平成14年から三島村
硫黄島を中心に毎年夏休み後半
３泊４日キャンプ体験を実施して
います。事前に４回のワーク
ショップを行い，充分に参加意識
を育ててから当日を迎えます。２
月には，吉野ふるさと探検も実施
しています。

よしのっち’マミークラブ楽々よしのっち’マミークラブ楽々

高齢者・子育て生活支援は，介護
保険対象外のサポート活動で，７
年が過ぎました。サポーターの余
りある支援に利用が継続されて
いますが，昨今，利用もサポー
ターも減少気味となっています。
訪問給食宅配は安否確認という
大事な役割を担っています。

4 結ねっとよしの・
訪問給食宅配委託
結ねっとよしの・
訪問給食宅配委託運営上の大きな支えになってい

るキッチン事業です。主婦が気軽
に参加できる部門として，ランチ・
仕出し・宅配弁当などサポーター
が学び合いながら，心をこめて作
ります。宅配も高齢者のみなら
ず，産後者など，若い人々にも利
用が広がっています。

2 キッチンやまぼうしキッチンやまぼうし

3 よしのっ子地域塾よしのっ子地域塾

action

access

■受賞歴
平成１８年度　鹿児島県防犯協会功労賞（吉野おげんきかい）
平成２２年度　鹿児島県コミュニティづくり推進協議会優秀賞
　　　〃 「優れた地域塾」に認証（よしのっ子地域塾）
平成２３年度　子ども若者育成・子育て支援功労者（内閣府特命担当大臣）表彰

代表者／永山惠子
所在地／〒892-0871 鹿児島市吉野町２６７７-１
連絡先／TEL:099-243-3778　FAX:099-210-7663
E-mail／negibouzu@tulip.ocn.ne.jp
ブログ http://yoshinegi.blogspot.com/

特定非営利活動法人地域サポートよしのねぎぼうず特定非営利活動法人

■鹿児島市内より車で20分
■市営バス6番線 大石様河下車
　徒歩3分

アクセス

活動事例

私たちの住む地域が「ひと」と「ひと」があたたかく行き交うまちとなり，生きがいをもち，各々がもてる力を
出し合いながら，あらゆる事業を展開し，豊かな地域環境を目指して，総括的に地域を見据え，住民相互の
ネットワークを図り，コミュニティの拠点として地域を総合的にサポートしていきます。

団体の紹介 introduction

NPO法人として活動を始めて8年，あらゆる
人々の支援を受けて活動を継続してきまし
た。ただ，ひたすら懸命に走り続け，あらゆる
所に私自身も活用をしていただきながら，発
信をする機会も得てきたと思います。今では，
地域コミュニティの拠点，地域のプラットフォー
ムとしての機能を持つ場となりました。

メッセージ
 Message
メッセージ
 

ち     い き

地域サポート

◀マミークラブ楽々
楽しく花々をアレンジ。
素敵な寄せ植えができました。

▶キッチンやまぼうしのお弁当
地域の人々に野菜中心の愛情
こめたやさしいお弁当を宅配。
ランチも仕出しもやっていま
す。

よしのねぎぼうず1

16

●
県養護学校

●
吉野小学校

●
帯迫公民館

●
帯迫鎮守
神社

●タイヨー
吉野中央店

ココ
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にゅう

あなただけの乳がんではなく活動事例

乳がん体験者と社会が共生できる環境づくりを目指しています。参加する一人ひとりが，その人らしい人
生を生きていくことができるように，ともに活動を続けていきたいと思っています。

主な活動内容 action

５回シリーズの学習会｢乳がん集
中講座｣を，毎週1回年間を通して
開催しています。
また，地域における交流会，広報
誌・インターネットでの情報発信を
通して，体験者やご家族の前向き
な生活をサポートしています。

1

「乳がんの予防と自己検診法に
ついて」というテーマで，乳がん
体験者による啓発セミナーを，
小・中学校の家庭教育学級や企
業などで年間を通して開催して
います。

2

「かごしま女性医療フォーラム～
あなたと考えるこれからのブレ
ストケア・女性のカラダ『性』と
『生』」や，各種イベントを通して
健やかな女性の体づくりを応援
します。

3

代表者／江口 惠子
所在地／〒892-0838 鹿児島市新屋敷町２７－３ 讃岐ビル２０１
連絡先／TEL:０９９-２１３-９００１
Email ／ info＠ann.or.jp
ホームページ http://www.ann.or.jp

特定非営利活動法人 あなただけの乳がんではなく

第８回かごしま女性医療フォーラム 乳がん啓発セミナー

乳がん体験者とご家族の支援，乳がん
予防の啓発活動，女性の健康を支援す
る活動を行う団体です。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

乳がん体験者とご家族
への支援活動

乳がん啓発セミナーの
開催

かごしま女性医療
フォーラム

2
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たい　 さく

いじめ対策プロジェクト活動事例

どんなに苦しくても希望を持っていれば必ず明るい未来がやって来ます。一緒に生きていきましょう。

主な活動内容 action

学校や職場のいじめに悩んでい
る方が人間関係のストレスを色や
詩を活用し，無理なく楽しく気持ち
を整理する「多角的自己表現法」
を独自に開発し，「やさしい心理学
教室」で無料実施しています。

奇数月第３土13:00～14:00
かごしま市民福祉プラザ
無料　要予約
１２色の色鉛筆セット，筆記用具持参
いじめに悩む小中高生とその家族対象

1

■場所：かごしま市民福祉プラザ
　日時：毎月第２水
　１１：００～１３：００（各自昼食持参）
■場所：鹿児島市精神保健福祉
　交流センター　はーと・ぱーく
　日時：毎月第３木
　１４：００～１６：００

傾聴の研修を受けたボランティ
アがお茶とお茶菓子を用意して，
生きづらさを感じている市民の
参加をお待ちしています。無料。

2

いじめ，命，人権について，わか
りやすく，実体験を交えた講演を
行っています。「いじめていたけ
れど，もういじめないようにしよ
うと思った。」「いじめられ，死に
たかったけれど，生きていこうと
思った。」等の感想が多数寄せら
れています。

3

代表者／徳丸洋子 
所在地／〒890-0043 鹿児島市鷹師２-６-１０
連絡先／TEL:０９０-４４７５-９３５１
Email ／ info@isp-kikaku.com
ホームページ http://ijime-taisaku.net

特定非営利活動法人 いじめ対策プロジェクト

リフレッシュサロンの様子

いじめ，不登校，生
き辛さを抱えてい
る方とご家族の心
のケア，関係機関
との連携等を行っ
ています。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

「やさしい心理学教室」
の定期開催

自殺対策事業居場所づくり「リ
フレッシュサロン」を定期開催

「命の授業」出前講演

33

命の授業を受けた広木小学校児童の作品
多角的自己表現法の症例

徳丸理事長著
「君が笑顔になれるまで」
（ジアース教育新社）
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エスシーシー

S C C活動事例

スポーツ活動を展開するだけではなく，スポーツを通して地域の中の様々な課題に取り組み，地域の中で
無くてはならない存在でありたいと思います。

主な活動内容 action

誰もが，年代やスキルに関係な
く，生涯にわたりスポーツに親し
むことができる「総合型地域ス
ポーツクラブ」を運営していま
す。陸上競技，サッカー，健康体
操などの教室を，年間を通して開
催しています。平成24年11月
現在，690名の会員が登録をし
ています。

1

「50ｍダッシュ王選手権」「小学
生かけっこ塾」「ノルディック
ウォーキング教室」など，趣向を
こらしたスポーツイベントを開催
しています。

2

スポーツ指導者を各団体・個人
に派遣します。文部科学省から
委託を受け，鹿児島市内の小学
校の体育授業にも指導者を派遣
しています。

3

代表者／太田敬介
所在地／〒890-0005 鹿児島市下伊敷3-22-30
連絡先／ TEL:099-229-4222
Email ／ mail@10bai.com
ホームページ http://www.10bai.com/scc/

特定非営利活動法人 ＳＣＣ（スポーツ・コミュニケーション・サークル）

■受賞歴など
平成21年　日本青年会議所「人間力大賞」会頭特別賞（代表太田）
平成23年　鹿児島市社会体育優良団体表彰
　　〃 全国少年少女陸上競技指導者表彰（代表太田）

屋久島の子供たちにかけっこ教室

ＳＣＣ（スポーツ・コミュニケーション・
サークル）は平成12年７月，代表１名，
会員３名からスタートした地域スポーツ
クラブです。代表太田が所属していた
実業団運動部が平成12年3月に休部
になり，日本におけるスポーツの位置付
け，構造的な限界を感じ，欧州にあるよ
うな，様々な世代が集い，地域に根付き，
自立した運営を行うスポーツクラブの
必要性を感じ設立をしました。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

総合型地域スポーツク
ラブ運営事業

スポーツイベント開催事業 スポーツ指導者派遣事業

4

小学校体育授業サポートスタッフ派遣50ｍダッシュ王選手権
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NPOさつま活動事例

この法人は，個人と行政と企業とのパートナーシップを前提として，自立志向の非営利活動を支援するた
めに，必要な会員の派遣，運営・政策面での情報の提供等，非営利活動の事業化を推進する支援活動を
行っています。また，核家族の進む中での子育て支援，福祉及び医療の第三者評価事業，まちづくり支援
事業で，健全で永続的な21世紀の新しい地域社会の実現を目指しています。

主な活動内容 action

グリーン・ツーリズムの推進に取り組
んでいる個人・団体の方や，これから
取組を始めたいとお考えの方にお
集まりいただき，研修会や意見交換
会などを開催して，現状の把握や課
題解決策，幅広いネットワーク作りな
ど，鹿児島県の村を持続的に元気に
していく方法を一緒に考えていく
「村づくり」の取組を行っています。

1

さつま琵琶普及のため，講習会や
コンサートなどを開催しています。

2

地域密着型サービス外部評価
の指定機関として，認知症高齢
者グループホーム及び小規模多
機能型居宅介護事業所を評価
調査員として定期的に訪問し，
一定の評価項目に基づいて実
態を調査・点検しています。

3

代表者／橋口勝
所在地／〒890-0056 鹿児島市下荒田２丁目４８-１３
連絡先／TEL:０９９-２０６-０３２０
Email ／ npo-satuma@po.minc.ne.jp
ホームページ http://www.minc.ne.jp/satsuma/

特定非営利活動法人 ＮＰＯさつま

県農村振興課の委託事業として実施したグリーン・ツーリズムのモニターツアーの様子
（出水市高尾野町竹崎農園　H21.1.22）

県内の「村づくり」に取り組む団体
を紹介した小パンフレット

この法人は，ＮＰＯ事業の普及・啓発活
動及び情報の提供事業，福祉第三者評
価事業，子育て支援情報交換事業，「地
域密着型サービス外部評価」の指定機
関，さつま琵琶普及などの活動をしてい
ます。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

グリーン・ツーリズム さつま琵琶普及活動 地域密着型サービス外
部評価調査事業

5

小椋佳さんから寄贈されたさつま琵琶
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うん 　えい　　し　　えん

NPO設立・運営支援センター活動事例 6

ＮＰＯ活動を継続して行うには団体が自立しなければなりません。自立の方法は，各団体によって異なりま
す。それぞれの団体のスキル・特色を生かした運営を確立していくことが求められます。

主な活動内容 action

運営方法がわからない，事業の
進め方がわからない等運営に関
する課題を抱えている団体に対
する個別指導・運営セミナー等を
開催しています。

1

助成金情報の収集方法がわから
ない，助成金申請方法がわから
ない等の団体に対し，個別指導
を実施しています。

2

協働したいが協働する相手が見
つからない，事務所を借りたいが
資金がないなどの団体に対し，
オフィスシェアを提案し実施して
います。（鹿児島市新屋敷町の
県住宅供給公社ビル）
オフィスシェアすることで仲間
意識が生まれ，自然と協働とい
う形が出来上がっています。

3

代表者／前田茂喜
所在地／〒890-0051 鹿児島市高麗町３４番１９号
連絡先／TEL:０９９-２０６-１３９３
Email ／ info＠japan-npo.com
ホームページ http://www.japan-npo.com/

特定非営利活動法人 NPO設立・運営支援センター

セミナー風景 オフィスシェア

各団体に応じた事業企画・運営サポート
等を行うことによりＮＰＯの自立を支援
しています。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

NPO法人の活動啓発
事業

助成金申請及び活用
方法の指導事業

ネットワーク形成事業

せつ　  りつ

助成金申請及び活用方法の指導事業ＮＰＯ法人の活動啓発事業

10 第１章　共生・協働の事例



ねっと

NPOデフNet.かごしま活動事例

この世に生を受けた以上，どんな人であれ「可能性を秘め，その人自体が存在することにも意味があり，価
値がある」と考えています。当団体は，ろう者（児）へのサポート，聴覚障害の理解及び日本手話の普及をメ
インに活動しています。最終的には，障害の有無に関係なく誰もが幸せを享受し，自己実現ができる「共生
社会」になればと願っています。

主な活動内容 action

2012年４月の自立支援法一部改正に伴い，
2012年７月より障害児通所支援事業「放課
後等デイサービス事業所デフキッズ」開所。こ
こでは，ろう児・難聴児たちがホッとできる場
所，また社会見学や野外活動などの楽しい経
験を通して，子どもたちの健全な育成を図る
ことを目的としています。また成人ろう者との
交流や様々な体験を提供し，子どもたちの視
野を広げ，大きなビジョンと可能性を発見しつ
つ，グローバルな人格形成を目指しています。

1

ろう者と日本手話でスムーズに
会話を楽しみたい方，ろう者の
手話が読みとれるようになりた
い方，手話通訳の技術を高めた
い方のためのクラス。基本的に
音声なしの「手話を手話で教え
る」指導法で，ネィティブサイ
ナー（母語が日本手話）の手話
講師による小人数制クラスで，
きめ細かく指導しています。

2

代表者／澤田利江
所在地／〒890-0015 鹿児島市草牟田町５番２２号　大和通信ビル１Ｆ
連絡先／TEL:099-225-0615　FAX:099-201-3192
Email ／ mail@deaf-net.org
ホームページ http://www.deaf-net.org

特定非営利活動法人 ＮＰＯデフNet.かごしま

ＪＳＬかごしま手話クラス（JSLとは，Japanese Sign Language〔日本語手話〕の略称です。）

NPOデフNet.かごしまの各事業を通し
て，ろう者と聴者が互いに認め理解し合
うバリアフリー社会の実現を目指し，ま
たろう児・難聴児やろう者にとって心豊
かな生活を送れるようサポートしている
団体です。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

児童福祉法に基づく障
害児通所支援事業

各種ワークショップ事業
（かごしまＪＳＬ手話クラス）

ろう者・ろう重複者の自立支援と
社会参加の促進，また働く喜び
と生きがいの場を提供しながら
運営。利用者が作る手芸品や木
工品のほか，アジアン雑貨を販
売する「ぶどうの木」で，利用者
たちのそれぞれの特技を活かし
た製品作りに頑張っています。

3 ろう者・ろう重複者地域活動支
援事業（障害者小規模作業所）

ろう者・ろう重複者地域活動支援事業
（障害者小規模作業所）

児童福祉法に
基づく障害児
通所支援事業

7

ぶどうの木
〒890-0015 鹿児島市草牟田町6-1　松尾ビル1F

11第１章　共生・協働の事例



し　    えん

かごしまＮＰＯ支援センター活動事例 8

社会貢献したい！ＮＰＯ法人を立ち上げたがうまくいかない！
そういう方々が気軽に相談できる場所でありたい。

主な活動内容 action

ＮＰＯ法人設立セミナーを毎月開
催。設立を支援した先は県内外
２６５先，うち運営支援先72先。

1

「ＮＰＯ会計基準協議会」「全国中
間支援ＣＥＯ会議」の委員として内
閣府への政策提言活動を実施。

2

子どもたちの福祉体験支援を目
的に，“高齢者と子どもの「なん
こ」大会”を開催。

3

代表者／小浜洋一
所在地／〒892-0838 鹿児島市新屋敷町１６番公社ビル２１５号
連絡先／TEL:０９９-２４８-９７６０
Email ／ info＠k-npo.org
ホームページ http://www.k-npo.org

特定非営利活動法人 かごしまＮＰＯ支援センター

■受賞歴など
薩摩川内市補助金等評価委員会　委員
霧島市市民活動促進委員会　委員
鹿児島県ＮＰＯ法人等連絡協議会　会長

県内で先駆的に推進している「新しい会計基準」導入に向けてのセミナーの様子 設立以来，260を超える方々の“熱い思い”をNPO法人と
いう“形”に変えてきました。

社会に貢献したいとの熱い思いをお持
ちの皆様の熱い気持ちをＮＰＯ法人と
いう形にする活動を行っています。
昨年４月，ＮＰＯ法が大幅に改正されまし
た。改正に伴う「新しい会計基準の導
入」，「認定ＮＰＯ法人の取得」の相談も随
時行っておりますので御利用ください。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

ＮＰＯ法人設立と運営
の支援

内閣府への政策提言
活動

“高齢者と子どもの「な
んこ」大会”の開催

屋久島のNPO法人 屋久島環境グループと連
携し，地域の高齢者と子どもたちのふれあい
の場を提供しました。

内閣府市民活動促進担当の石井参事官補佐
にNPO法改正の講義をしてもらいました。

毎月，NPO法人を設立，または勉強したい方
向けの「やさしく学べるNPO法人設立セミナ
ー」を開催しています。

12 第１章　共生・協働の事例



じ　  ぎょう　きょう　かいか　　 ご　　しま　  けん

鹿児島県ＮＰＯ事業協会活動事例 9

皆様の持つスキル・事業等を随時，情報提供いただくことによって，県内の多くの仲間と連携して事業支
援していけるのではないかと考えておりますので，ご理解よろしくお願いいたします。

主な活動内容 action

高齢者の経験や知識・技能が活
かせる機会や場などを整備する
とともに，地域コミュニティーの
形成や保健福祉活動において
大きな役割を担えるよう，社会参
加の機会提供や施設設備，関係
団体の支援に努めました。

1

長年，市民活動を継続するうえ
での課題である①資金調達②
広報③経営基盤強化④人的ネッ
トワークの形成について講座並
びにワークショップを行っていま
す。

2

各地域において共生・協働フェ
スティバルを開催し（H22年度
奄美，H23年度志布志，H24年
度出水），各ＮＰＯ法人等の行っ
ている活動を紹介する機会を設
け，共生・協働社会の土台作りを
行っています。

3

代表者／橋口勝
所在地／〒890-0056 鹿児島市下荒田２丁目48-13
連絡先／ TEL:099-206-0505
Email ／ info＠kagoshima-npo.com
ホームページ http://www.kagoshima-npo.com/

特定非営利活動法人 鹿児島県ＮＰＯ事業協会

共生・協働フェスティバル ＮＰＯ実践講座

県内のNPO法人のネットワーク化を図
るとともにサポートを行い，地域の担い
手としてのNPO法人を育成し，行政・企
業及び地域住民ともに協働し地域住民
が安心して暮らせる地域づくりに寄与
することを目的としています。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

元気高齢者による社会
参加モデル構築事業
（H22年度・H23年度）

ＮＰＯ実践講座
（H23年度・H24年度）

共生・協働フェスティバ
ルの開催
（H22年度・H23年度・H24年度）
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か　    ご　    しま　   けん　     ゆ う き　　    のう　  ぎょう　  きょうかい

鹿児島県有機農業協会活動事例

有機農業協会は誰もが健やかな環境の中で健康に生きていける社会や農のあり方，食のあり方を目指して
きました。自然を汚さず，未来に責任をもてる持続可能な社会を皆さんと一緒に広げていきたいと思います。

主な活動内容 action

有機食品を作る生産農家や製
造業者が国の決めた認定基準
に適合しているかどうかの検査・
判定の実施や認定を受けるため
に必要な「有機ＪＡＳ講習会」を
実施しています。

1

情報誌「オーガニック」，会員向
けの広報誌「こあ・ぷれす」の発
行や，「オーガニックフェスタか
ごしま」や「国際オーガニック映
画祭」を開催しています。

2

南さつま市からの受託事業とし
て，地域の活性化と有機農業へ
の理解を深めることを目的とし，
有機野菜の種まきから収穫まで
を体験する「畑の学校 ゆうき教
室」を開校しています。

3

代表者／岩元泉
所在地／〒890-0046 鹿児島市西田2丁目11－8 明日ビル2階
連絡先／TEL:099-258-3374
Email ／ koaa＠koaa.or.jp
ホームページ http://www.koaa.or.jp

特定非営利活動法人 鹿児島県有機農業協会

オーガニックフェスタかごしま

有機ＪＡＳ認定に関する業務を行う登録
認定機関であり，食の安全，有機農業の
発展，環境の保全等に関する活動を行
うNPO法人です。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

有機認定業務（農林水
産省の登録認定機関）

有機農業の普及啓発活
動・情報誌の発行とイベ
ントの開催

有機農業の普及啓発
活動・「畑の学校 ゆうき
教室」

有機JAS講習会

畑の学校 ゆうき教室

10
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か　 　ご　   しま　　 さ  　 ぼう きょう   かい

鹿児島砂防ボランティア協会活動事例

近年の地球温暖化の影響の下，砂防施設等の防災点検の充実，さらに土砂災害の未然防止・減災を図る
ため防災意識について地域全体で共有する必要があります。本協会は上記などの災害ボランティア活動
を通して地域社会発展に貢献してまいります。

主な活動内容 action

毎年，４～５回に分けて離島を除
く７００箇所程度の砂防施設，急
傾斜地崩壊防止施設，地すべり
防止施設などの土砂災害対策
施設の点検を実施しています。

1

土砂災害警戒区域等指定に係る
説明会や市町村からの要請によ
る防災研修等において，「土砂災
害」についての説明等啓発活動
を行っています。また毎年6月の
土砂災害防止月間には，街頭ＰＲ
活動を実施しています。

2

本協会員はもとより，行政機関
などの職員を対象に，土砂災害
に対する技術強化を図るため大
学教授等を講師として砂防技術
研修会を開催しています。

3

代表者／平山弘 
所在地／〒892-0838 鹿児島市新屋敷町１６番３０１
連絡先／TEL:099‐248‐7164　FAX:099‐248‐7165
Email ／ platina＠npoksabo.jp
ホームページ http://www.npoksabo.jp

特定非営利活動法人 鹿児島砂防ボランティア協会
■受賞歴など
平成12年 6月　感謝状 砂防ボランティア全国連絡協議会長
平成17年 6月　感謝状 砂防ボランティア全国連絡協議会長
平成20年 6月　「土砂災害防止功労者」国土交通大臣表彰
平成23年10月　あまみ地域づくり褒賞（鹿児島県大島支庁長）

点検当日の集合写真 土砂災害についての説明等啓発活動

平成９年３月，鹿児島県北西部地震の
発生を契機に設立され，以来砂防施設
等の防災点検，土砂災害防止に係る啓
発活動や土砂災害についての住民説
明，さらに技術研修会を開催するなど防
災活動を実施しています。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

砂防施設等の防災点検
活動

「土砂災害」についての
説明等啓発活動

土砂災害防止に係る砂
防技術研修会の開催

11

砂防施設等の防災点検活動 土砂災害防止に係る砂防技術研修会土砂災害防止月間 街頭ＰＲ活動
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とく　  さん   ひん     はん   ばい 　 そく　   しん    きょう   かい

かごしま特産品販売促進協会活動事例 12

鹿児島にはいいものがたくさん眠っています。
かごしまブランドを確立し地域の活性化に取り組んでいきます！

主な活動内容 action

月2回鹿児島中央駅にて約15
社～20社の出店者による物産
展を開催。開催回数はこれまで
に約50回となりました。

1

特産品を無料掲載できるホームペー
ジで，2013年２月現在2085商品
以上の特産品を登録しています。
http://www.kagottok.jp/

2

鹿児島の特産品インターネット
通販サイトです。
http://www.kissui-kago.jp/

3

代表者／神園勝喜
所在地／〒890-0056 鹿児島市下荒田1丁目1-20そうごビル２F
連絡先／TEL:０995-26-5548　FAX:０99-833-3001
Email ／ kissui-kago＠nifty.com
ホームページ http://www.kissui-kago.jp/npo/

特定非営利活動法人 かごしま特産品販売促進協会

■受賞歴など
2012年　第３回鹿児島ホームページ大賞シナプス賞（かごっとく）
南日本新聞フェリアにて「生粋かごんま特産品ものがたり」を連載
中です。

かごしま特産品フェア 鹿児島中央駅大階段下広場にて

県産特産品のPR・販売・開発・マッチング
を通したかごしまブランドの確立と地域
の活性化を目的としている団体です。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

かごしま特産品フェアの
開催

鹿児島の特産品・生産者応
援サイト「かごっとく」の運営

インターネットショッピングモ
ール「生粋かごんま」の運営

開催状況 WebサイトWebサイト
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活動事例

多くの方の支援で運営しており，小児医療従事者や支援者の想いを難治性疾患との闘いに挑んでいる子
ども達やご家族に伝えたいと考えています。

主な活動内容 action

離島在住の難治性疾患患児の
通院交通費支援金を支給しま
す。また，小児がんから回復した
小児がん経験者の自立支援をす
るボランティア団体の活動を支
援し，同じ目的を有する他の
NPO法人と連携して患児の闘
病生活をサポートします。

1

宿泊施設としての鹿児島ファミ
リーハウスを運営し，遠隔地から
鹿児島市の医療機関に通院す
る家族の負担を軽減します。同
時に自宅を遠く離れて入院中の
患児と母親が外泊気分を味わえ
る施設として利用してもらって
います。これは公益財団法人が
んの子どもを守る会南九州支部
との共同プロジェクトです。

2

へき地や離島で小児医療従事
者による健康相談会を定期的に
実施し，小児医療の変化や子育
てに役立つ情報を提供するよう
努力しています。住民の方々だ
けでなく保育士さんや学校の先
生など子ども達と関わる全ての
人と交流できたらうれしいです。

3

代表者／河野嘉文
所在地／〒890-0075 鹿児島市桜ヶ丘８－３５－１鹿児島大学病院小児診療センター内
連絡先／TEL:099-275-5354　FAX:099-265-7196
Email ／ kodonpo@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp
ホームページ http://www.kufm.kagoshima-u.ac.jp/~ped/kodomoiryo/

認定特定非営利活動法人 こども医療ネットワーク

■受賞歴など
2008年11月　南日本文化賞

奄美大島（大和村）の相談会で乳歯の発達について講演しています。 こどもの救急蘇生法について講習しています。

へき地や離島に居住する難病をもつ子
ども達の闘病の支援を行うことを目的
としています。
何かをやらねばならないと考えるのでは
なく，自分たちに何ができるかを考えて
運営している点が当法人の特徴です。

団体の紹介 introduction

メッセージ
 Message

患児の生活や治療の
サポート事業

鹿児島ファミリーハウス
の運営

健康相談会

い　   りょう

こども医療ネットワーク13
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